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新規相談者 年次推移
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相談者の年齢 推移

AYA世代

約500名／3％

70代・80代が
顕著に増加

90代，100代が
200名を超える
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初回相談時の治療状況 推移
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新規相談者 治療場所内訳

当院に外来通院中の
患者さん・ご家族

当院に入院中の
患者さん・ご家族

未受診もしくは
他院で治療中の
患者さん・ご家族
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2008-
退院支援プログラム開始

2019-
入院準備センター開設

2022- 初診時療養生活に関する質問票開始
（診断時からの緩和ケアスクリーニング）
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相談者 居住地
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相談内容 内訳

身体症状

5.1%

精神的苦痛

6.2%

診断・治療に関する相談

13.8%

今後の療養場所について

38.2%

経済・就労・社会資源等

31.0%

介護者自身のつらさ

3.3%

受診・受療に関して

1.9%

意見・要望／その他

0.5%
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2021年度
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療養生活に関する質問表運用と相談支援
・2022年10月より運用開始、2023年5月より全初診患者を対象として展開

・相談支援センター利用者の治療状況の変化：より早期から相談へ

▶実施項目
－身体面：身体症状や医療処置
－精神面：不安、抑うつ、認知機能
－社会面：就労や治療費、独居、通院手段、介護など
－コミュニケーション：家族間の意見の相違、ピアサポートなど
－その他：情報支援

▶問題の整理、支援を必要とする事柄の同定、がん相談支援センターご案内
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●サポーティブケアセンターYouTube
【構成】2020年度に実施した患者さん向け調査結果で

ニーズの高いものを優先して作成
【公開】8職種で協働し作成し動画作成
【動画再生回数】25本 127,586回

各種セミナー等の活動状況
地域や立場を超えた

がんの療養生活に関する情報支援

診療に関する情報支援

●サポーティブケアセンター
公式facebook

●地域医療連携のための情報交換会
【対 象】医療者・患者さんご家族・その他希望者
【形 式】3年ぶりの集合形式
【開催実績】10月12日 180名参加

体験者や地域とともにつくる

●がん患者さんのための総合支援セミナー
【構成】7職種による情報提供
【開催方法】WEB LIVE/アーカイブ配信あり
【開催実績】8月26日，1月16日／のべ810名参加

ML登録者内訳

医療福祉従事者

67.0%

患者・家族

23.2%

その他

（患者会・学校・事業所）

9.8%

ML登録者居住地
＊2020年度まで：首都圏

2021年度：23都道府県
2022年度：47都道府県1,241名
2023年度：47都道府県1,395名

●民間企業との協働（社会保険労務士・資生堂株式会社ほか）
・社会保険労務士，ハローワーク松戸の出張相談
・資生堂株式会社共催 メイクアップアドバイスセミナー

24回開催 のべ563名参加
・オープンキャンパスメイク体験ブース

当院医療者含め376名体験



■小児・AYAがん経験者等へのキャリア支援、晩期合併症等の
長期的活動制限を抱える患者や非正規雇用の患者等の短期就労の在り方を模索する

■患者団体・民間企業・院内医療機器開発部門等と臨床の協働

国立がん研究センター
東病院

関係者間調整

新たな創造への
参画システム

（“治療体験を活かす”パート）

共催

三井物産
メタジョブシステム

システムの提供
マッチング

患者・家族

がん専門病院の立場から助言・参加
患者さんのニーズ把握・各専門家とのニーズマッチング

支援者と支援者をつなぐお手伝い

参加

ヘルスデータバンク
柏の葉スマートシティなど

参画企業
種機器開発等を展開する企業

求人開拓・周知

患者支援団体
キャンサー・ソリューソンズなど

患者支援団体への告知・フォローアップ等

小児がん診療連携拠点病院等
場所提供・対象者への告知

連携

連携

連携

実証の上、利用者数の推移や継続割合・利用のしやすさ等の観点から評価しながら最適化を目指す

機会の平等性

オンライン
ジョブ・マッチングシステム
（“ワークシェア・短期就労”パート）

オンラインキャリア支援
（“興味や好奇心を起点に夢を見つける“パート）
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多様な働き方の創造 実証実験開始 2023－
“時間や空間を超えて” ＆ ”あなたの経験が誰かの価値になる“



【その他 ご報告】

昨年は、柏市内関係各所の皆さまに、

撮影にご協力いただきました。

ありがとうございました。 11

2024年度の予定移
現地開催再開予定

▶年2回：地域医療連携のための情報交換会

▶10月：オープンキャンパス現地開催

 診療・相談支援関連

▶リレーフォーライフ柏の葉での相談ブース展開

▶福島県いわき市との連携協定

▶AYA世代への教育支援・キャリア支援体制の模索

2023年度の様子
大津院長・相談員・柏市副市長

3年間、
アーカイブ配信中です

→


